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大災害を生き抜く病院インフラ考
電子お薬手帳の有用性を検証する
ITEM2014注目の展示ブースガイド

佐賀大学医学部附属病院は、新基軸の情報システムの構築をはじめ、診療･教育･研究の新たなる環境作りを目指して
独自の「再開発プロジェクト」を推進している（詳しくはグラビア頁）。本年1月にオープンした南新棟を背に、宮﨑耕治病院長㊧と森田茂樹副病院長

院長がこの画像診断装置を選んだ理由
戦略的な意味を持つ機器として病院内でのプレゼンスが大きく変わってきている画像診断装置―その選考に自ら関わる院長の視座を知る
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◉
佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院

―
―
地
域
に
お
け
る
病
院
の
位
置
づ
け
と
診
療
・

運
営
の
現
況
か
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

佐
賀
県
の
高
齢
化
は
、
全
国
平
均
を
超
え
る
速

さ
で
進
ん
で
い
ま
す
。
ゆ
え
に
県
内
唯
一
の
大
学

病
院
で
あ
る
当
病
院
に
は
、
が
ん
と
循
環
器
を
中

心
と
し
た
高
度
先
進
医
療
の
提
供
を
期
待
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
期
待
に
応
え
る
べ

く
、
担
う
べ
き
役
割
の
将
来
を
見
据
え
た
上
で
、

２
０
０
４
年
か
ら
大
規
模
な
「
病
院
再
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
核
と
な
る
基
本
理
念
は

「
近
未
来
・
高
度
医
療
へ
の
対
応
」
で
す
。
そ
の

典
型
的
な
例
と
し
て
、
先
進
医
療
機
器
の
積
極
的

導
入
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
10
年
に
は
国
立

大
学
病
院
初
の
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
昨
年
に
は
最
新
型
を
加
え
て
２
台
体
制
と
し

ま
し
た
。
画
像
診
断
装
置
も
３
２
０
列
Ｃ
Ｔ
他
、

ハ
イ
エ
ン
ド
機
を
多
数
導
入
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
機
器
拡
充
に
よ
り
、
地
域
医
療
を
守
る
「
最

後
の
砦
」
と
し
て
の
病
院
機
能
を
十
分
に
果
た
せ

る
体
制
が
整
い
つ
つ
あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

―
―
病
院
再
編
計
画
の
一
環
と
し
て
建
設
し
た
新

棟
の
概
要
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
完
成
し
た
新
棟
の
う
ち
南
新
棟
は
、
診
療

の
柱
の
１
つ
で
あ
る
超
急
性
期
医
療
を
再
編
成
し

て
集
結
さ
せ
た
診
療
棟
で
す
。
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
手
術
室
、
集
中
治
療
室
、
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
の
順
で
機
能
を
拡
充
し
て
あ
り
ま
す
。

　

北
新
棟
は
「
次
世
代
の
病
棟
・
病
室
は
こ
う
あ

る
べ
き
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
建
設
し
た
病
棟

で
す
。
患
者
さ
ん
が
入
院
中
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
た
め
の
試
み
を
数
多
く
盛
り
込
ん
だ
設
計
と
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
平
凡
な
白
色
を
排
し
て
柔
ら

か
な
色
を
基
調
と
し
た
病
室
、
各
所
に
配
し
た
芸

術
家
の
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
で
す
。
ま
た
運
動
機
能
や

脳
機
能
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
を
包
括
的
に
行
う
先
進

総
合
機
能
回
復
セ
ン
タ
ー
の
設
置
も
、
北
新
棟
の

特
長
の
１
つ
と
い
え
ま
す
。

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

実
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
は
、
私
が
10
年
来

思
い
描
い
て
き
た
計
画
で
し
た
。救
急
医
療
に
は
、

15
分
以
内
の
処
置
が
生
死
を
分
け
る
と
い
う
「
15

分
ル
ー
ル
」
が
あ
り
ま
す
。
県
境
か
ら
救
急
車
で

病
院
搬
送
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
と
て
も
そ
の
条

件
は
満
た
せ
ま
せ
ん
。「
人
口
約
85
万
人
の
県
に
、

本
当
に
必
要
な
の
か
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し

た
が
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
あ
れ
ば
県
内
全
域
を
15

分
以
内
の
フ
ラ
イ
ト
で
カ
バ
ー
で
き
ま
す
。
ゆ
え

に
重
症
患
者
の
救
命
率
が
大
幅
に
上
が
る
は
ず
、

と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
南
新
棟
の
屋
上
と
地
上
に
１
ヵ

所
ず
つ
設
置
し
、
当
院
を
基
地
病
院
、
佐
賀
県
医

療
セ
ン
タ
ー
好
生
館
を
連
携
病
院
と
し
て
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
事
業
を
連
携
し
て
担
っ
て
い
ま
す
。

―
―
今
年
１
月

か
ら
、
佐
賀
県

初
の
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
運
用
も

―
―
大
学
病
院
と
し
て
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
へ
の
取
り
組

み
つ
い
て
、
概
要
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

当
院
は
04
年
の
電
子
カ
ル
テ
導
入
以
来
、
効
率

化
や
医
療
安
全
の
担
保
な
ど
を
目
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
１
月
に
は
電
子
カ

ル
テ
更
新
を
行
い
、
加
え
て
自
科
検
査
の
画
像
情

報
を
含
む
診
療
情
報
を
Ｈ
Ｉ
Ｓ
と
シ
ー
ム
レ
ス
に

連
携
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
な
ど
、
意
欲

的
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
地
域
医
療
連
携
に
も

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
佐
賀
市
立
富
士

大
和
温
泉
病
院
と
連
携
し
、
同
院
内
に
12
年
に
設

置
し
た
「
地
域
総
合
診
療
セ
ン
タ
ー
」
が
、
そ
の

一
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、

当
院
が
県
か
ら
の
寄
付
講
座
と
し
て
行
っ
て
き
た

自
治
体
病
院
支
援
総
合
内
科
医
育
成
事
業
の
継
続

を
、
設
立
の
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
内
科
医
と
は
、
呼
吸
器
内
科
医
と
し
て
気

管
支
鏡
が
使
え
る
な
ど
、
内
科
領
域
全
般
に
お
い

て
総
合
的
に
一
定
の
専
門
性
を
備
え
た
医
師
の
こ

佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院

病
院
長

宮
﨑 

耕
治
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

新基軸の情報システムの構築を含め
独自の再開発プロジェクトを推進して、
新たな国立大学病院像を目指す
佐賀大学医学部附属病院は、佐賀県の医療提供、そして教育 ･研究の中核基地として更なる発展をするために、
「再開発プロジェクト」と名付けられた大胆な再整備計画を推進している真只中にいる。
本年初頭には、最新鋭の機器や設備を擁し、かつ今後の医療ニーズを見据えた３つの新棟をオープンさせるのと同時に、
特徴的な画像 ･検査情報システムを含む病院情報システムも更新し、そのポテンシャルを高めている。
今回、病院長の宮﨑耕治氏に加え、ユニークな情報システムの構築に関わった方々に話を聞く機会を得たので、
「再開発プロジェクト」の概要及び新基軸の情報システムの有用性について語ってもらった。

佐賀大学医学部附属病院
佐賀大学医学部附属病院では、附属病院
再開発プロジェクトが推進中。2014 年 1
月には、救命救急センターを中心とした
南新棟（写真）と、療養病棟の北新棟が
オープン。HIS 更新と併せ、病院機能お
よび医療の質の向上を図っている

佐賀県

宮﨑耕治（みやざき・こうじ）氏
1974年九州大学医学部卒。国立下関病院、国家公務員共済組合連
合会千早病院、九州大学医学部附属病院等を経て、1995年佐賀医
科大学一般・消化器外科学講座教授。03年佐賀医科大学と佐賀大
学の統合に伴い、佐賀大学医学部一般・消化器外科学講座教授。
08年佐賀大学医学部附属病院 病院長に就任。09年より佐賀大学
理事、10年一般・消化器外科学講座教授を退任、現在に至る

2014 年 1 月よりドクターヘリの運用を開始。飛行時
間 15 分で佐賀県内すべての地域をカバーし、救命救
急活動に大きな役割を果たしている

地
方
と
都
会
で
異
な
る
大
学
病
院
の
責
務

総
合
内
科
医
の
育
成
が

医
師
偏
在
の
対
策
と
な
る

（    ）8新　医　療　2014年4月号（    ）9 新　医　療　2014年4月号
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自
科
検
査
の
ス
ム
ー
ズ
な
実
施
と
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
と
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
を
実
現

新
し
く
開
発
し
た
自
科
検
査
を
管
理
・
運
用
す
る
シ
ス
テ
ム
導
入
の
経
緯
と
シ
ス
テ
ム
運
用
の
現
況
に
つ
い
て
、

眼
科
医
で
医
療
情
報
部
に
も
所
属
す
る
石
川
慎
一
郎
氏
と
、
同
シ
ス
テ
ム
を
現
場
で
利
用
す
る
各
診
療
科
の
医
師
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
電
子
カ
ル
テ
で
は
使
い
勝

手
が
悪
く
、
各
診
療
科
か
ら
は
不
満
・
苦
情
の
声

が
多
く
聞
か
れ
、
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
。

　

従
来
の
電
子
カ
ル
テ
で
は
、
彼
ら
の
要
求
を
満

足
さ
せ
る
だ
け
の
シ
ス
テ
ム
の
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
は

難
し
く
、
次
期
シ
ス
テ
ム
更
新
の
際
に
解
決
す
べ

き
課
題
に
な
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、
今
回

の
更
新
を
機
に
、
す
で
に
光
学
医
療
診
療
部
で
実

績
を
挙
げ
て
き
た
内
視
鏡
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム

『N
EX
U
S

（
ネ
ク
サ
ス
：
富
士
フ
イ
ル
ム
）』
を

活
用
し
、
各
診
療
科
の
静
止
画
や
波
形
情
報
、
検

査
情
報
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。『N

EX
U
S

』
は
、
光
学
医
療

診
療
部
と
病
理
部
門
と
完
全
な
連
携
を
実
現
し
て

お
り
、
電
子
カ
ル
テ
と
の
親
和
性
も
高
く
、
Ｈ
Ｉ

Ｓ
と
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
連
携
が
容
易
で
あ
る
点
が

選
定
の
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
」

　

シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
運
用
を
担
当
し
た
富
士
フ

イ
ル
ム
で
は
、
各
診
療
科
の
状
況
を
ヒ
ア
リ
ン
グ

し
、
そ
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
解
析
。「N

EX
U
S

」

と
同
社
の
総
合
生
理
検
査
シ
ス
テ
ム
「Prescient

（
プ
レ
シ
エ
ン
ト
）PH

Y
S

」
を
組
み
合
わ
せ
て
、

ス
ム
ー
ズ
な
自
科
検
査
の
実
施
を
支
援
す
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
シ
ス
テ
ム
で

は
、
形
成
外
科
、
泌
尿
器
科
、
耳
鼻
科
を
は
じ
め
、

循
環
器
内
科
や
婦
人
科
、
皮
膚
科
な
ど
、
独
自
の

検
査
装
置
を
持
つ
十
数
診
療
科
の
検
査
情
報
や
画

像
を
Ｈ
Ｉ
Ｓ
と
連
携
し
て
管
理
・
運
用
で
き
る
体

制
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
現

自
分
の
見
た
い
画
像
が
診
療
録
の
ど
こ
に
あ
る
か

を
す
ぐ
に
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
、
患
部
全
体
を
俯
瞰
し
て
見
る
こ
と
が
で
き

ず
、
診
療
の
効
率
が
悪
か
っ
た
の
で
す
。

　

今
回
、
画
像
の
み
を
新
シ
ス
テ
ム
で
管
理
す
る

こ
と
で
、
写
真
が
リ
ス
ト
表
示
さ
れ
、
経
過
が
長

期
間
化
す
る
ほ
ど
便
利
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
時

系
列
で
の
表
示
が
可
能
な
の
で
、
傷
の
状
態
の
変

化
を
わ
か
り
や
す
く
見
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　

デ
ジ
カ
メ
画
像
の
取
り
込
み
は
、
病
院
か
ら
支

給
さ
れ
た
登
録
済
み
の
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
で

行
う
。
同
装
置
と
の
接
続
が
認
証
さ
れ
て
い
る
Ｈ

Ｉ
Ｓ
端
末
で
の
み
取
り
込
み
業
務
が
可
能
と
し
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
も
配
慮
が
施
さ
れ
て
い
る
。
富

士
フ
イ
ル
ム
の
担
当
者
が
形
成
外
科
の
診
療
に
立

ち
会
い
、
現
場
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
調
査
し
た
上

で
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
シ

ス
テ
ム
へ
の
同
科
ス
タ
ッ
フ
の
評
価
は
高
い
。

「
最
初
は
不
安
で
し
た
が
、
実
際
に
操
作
し
て
み

る
と
、
非
常
に
使
い
や
す
く
、
便
利
な
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
よ
う
や
く
デ
ジ
カ

メ
に
対
応
し
た
病
院
向
け
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

在
、
各
診
療
科
で
は
順
調
に
稼
働
し
て
お
り
、
評

価
も
上
々
で
あ
る
と
い
う
。

　

形
成
外
科
で
は
、
新
シ
ス
テ
ム
稼
働
に
よ
り
、

身
体
表
面
上
の
患
部
を
撮
影
し
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
の
画
像
を
効
率
的
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
と
同
科
の
菊
池 

守
氏
は
話
す
。

「
形
成
外
科
医
は
、
各
々
が
デ
ジ
カ
メ
を
所
有
し

て
お
り
、
外
来
で
１
日
20
〜
30
枚
、
他
に
病
棟
で

も
撮
影
し
て
経
過
観
察
等
に
用
い
て
い
ま
す
。
以

前
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
こ
れ
ら
の
画
像
を
電
子
カ

ル
テ
上
に
サ
ム
ネ
イ
ル
と
し
て
貼
り
つ
け
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
画
像
を
参
照
す
る
度

に
、
一
々
電
子
カ
ル
テ
を
開
く
必
要
が
あ
る
上
、

ム
が
登
場
し
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
菊
池
氏
）

　

泌
尿
器
科
で
は
、
低
侵
襲
な
検
査
法
と
し
て
膀

胱
鏡
や
超
音
波
検
査
を
多
用
し
て
い
る
。し
か
し
、

以
前
は
、こ
れ
ら
の
画
像
を
満
足
に
運
用
で
き
ず
、

苦
労
し
て
い
た
と
同
科
の
有
働
和
馬
氏
は
話
す
。

「
従
来
は
、
超
音
波
画
像
診
断
装
置
か
ら
プ
リ
ン

ト
ア
ウ
ト
し
た
画
像
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
電
子
カ
ル

テ
上
に
取
り
込
ん
で
運
用
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
負
担
は
大
き
く
、
電
子

カ
ル
テ
上
の
画
質
は
劣
悪
で
、
検
査
の
数
値
情
報

も
文
字
が
潰
れ
て
読
み
取
れ
な
い
な
ど
、
診
療
業

務
に
大
き
な
支
障
を
来
し
て
い
ま
し
た
。

　

新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
検
査
後
、
画
像
が
自
動
的

に
取
り
込
ま
れ
、
す
ぐ
に
Ｈ
Ｉ
Ｓ
端
末
上
か
ら
参

照
で
き
る
の
で
、
画
質
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
、
検

査
の
オ
ー
ダ
か
ら
会
計
ま
で
、
ス
タ
ッ
フ
に
業
務

負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く
検
査
を
実
施
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
」

「普段から診療科同士の結びつきが強く、現
場主導でシステムを構築したことが成功の要
因です」と話す石川慎一郎氏

「リーダライタを使った画像の取り込みは患
者の診察が終わるたびに行っていますが、手
間はほとんどかかりません」と話す菊池 守氏

「新しいシステムでは、超音波画像ばかりで
なく、膀胱鏡画像も取り込めるのでとても便
利です」と新システムを絶賛する有働和馬氏

佐賀大学医学部附属病院 情報システム概念図

光学医療診療部を除く内視鏡画像は画質保存のため「NEXUS」が画像デー
タを管理し、その運用は「Prescient PHYS」上で実施。各診療科の自科
検査データは「Prescient PHYS」で管理・運用を行う。オーダは同シス
テム上で検査前に簡易オーダを発行、検査終了後に会計にデータを送信し
た時点で電子カルテに検査完了が自動的に通知されるので、医療スタッフ
によるオーダ関連の入力業務を軽減し、請求漏れを防いでいる

外
来・病
棟
で
撮
影
す
る

デ
ジ
カ
メ
画
像
の

ス
ム
ー
ズ
な
管
理・運
用
が
可
能
に

超
音
波
や
膀
胱
鏡
画
像
を

瞬
時
に
取
り
込
み
、

診
療
の
質
が
向
上
、
会
計
漏
れ
を
防
ぐ

●
形
成
外
科

●
泌
尿
器
科

と
で
す
。
そ
の
育
成
が
医
師
偏
在
の
対
策
に
役
立

つ
と
考
え
て
講
座
を
持
っ
た
の
で
す
が
、
県
の
支

援
が
13
年
で
終
了
す
る
た
め
、
そ
の
前
に
同
セ
ン

タ
ー
を
開
設
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

育
成
対
象
は
後
期
研
修
医
で
、
当
院
で
受
け
入

れ
た
後
に
市
立
病
院
に
て
外
来
診
療
を
担
当
し
ま

す
。
当
院
か
ら
は
、
総
合
診
療
部
の
医
師
を
市
立

病
院
に
派
遣
し
て
指
導
に
あ
た
る
こ
と
で
、
研
修

医
は
一
般
臨
床
と
専
門
内
科
の
知
識
や
技
術
を
同

時
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

育
成
連
携
に
伴
い
、
当
院
と
市
立
病
院
の
間
で

電
子
カ
ル
テ
や
画
像
情
報
を
共
有
す
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
連
携
と
当

院
か
ら
の
医
師
派
遣
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
患
者

紹
介
も
円
滑
に
進
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ゆ
え

に
、
こ
の
サ
テ
ラ
イ
ト
型
の
病
病
連
携
は
、
行
政

が
推
進
す
る
医
療
の
役
割
分
担
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

に
も
な
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

―
―
病
院
の
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

同
じ
大
学
病
院
で
も
、
都
市
と
地
方
で
は
担
う

使
命
が
異
な
り
ま
す
。
人
材
確
保
が
困
難
な
地
方

で
は
、
大
学
病
院
が
医
療
の
質
向
上
と
均
て
ん
化

を
先
導
す
る
立
場
に
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。
そ

の
実
践
に
は
既
存
の
概
念
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
た

考
え
方
が
不
可
欠
で
あ
り
、
先
述
し
た
総
合
内
科

医
の
自
前
育
成
が
一
例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

総
合
内
科
医
が
全
県
的
に
質
の
高
い
初
期
診
療

を
提
供
で
き
れ
ば
当
然
、
大
規
模
病
院
の
負
担
が

減
り
、
本
来
の
責
務
で
あ
る
高
度
医
療
に
専
念
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
結
果
、
地
域
医
療
全
体

の
質
の
底
上
げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
当
院
で
は

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
地
域
医
療
再
生
の
先
導
に

尽
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
は
、
新
棟
の

オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
Ｈ
Ｉ
Ｓ
を
更
新
。そ
の
際
、

旧
シ
ス
テ
ム
で
は
運
用
が
困
難
だ
っ
た
外
来
等
で

の
自
科
検
査
に
よ
る
画
像
・
検
査
情
報
を
統
括
管

理
・
運
用
で
き
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、

14
年
１
月
か
ら
稼
働
を
開
始
し
た
。

　

５
年
前
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
の
知
見
に
富
む
こ
と
を

理
由
に
、
前
医
療
情
報
部
部
長
で
現
佐
賀
大
学
学

長
の
佛
淵
孝
夫
氏
に
医
療
情
報
部
へ
招
か
れ
た
と

い
う
眼
科
の
石
川
慎
一
郎
氏
は
、
新
シ
ス
テ
ム
導

入
の
経
緯
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
や
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
な
ど
が
あ
る
放

射
線
科
や
光
学
診
療
部
、
検
査
部
等
を
除
き
、
Ｈ

Ｉ
Ｓ
更
新
以
前
は
、
各
診
療
科
が
行
う
自
科
検
査

の
画
像
や
検
査
デ
ー
タ
は
Ｈ
Ｉ
Ｓ
上
で
管
理
し
て

佐
賀
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

眼
科
／
医
療
情
報
部

石
川　

慎
一
郎
氏
に
聞
く
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デジカメ画像をHIS 端末で閲覧する菊池氏。デジカ
メ画像は 2Mレベルだが、システムのレスポンスはよ
く、ストレスは感じないと菊池氏は話す
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画
像
の
運
用
以
外
に
、
自
科
検
査
の
問
題
点
と

し
て
挙
が
っ
て
い
た
の
が
、
オ
ー
ダ
入
力
の
実
施

に
つ
い
て
で
あ
る
。
自
科
検
査
で
は
、
検
査
オ
ー

ダ
が
実
際
の
検
査
後
に
入
力
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
そ
の
た
め
に
会
計
に
対
す
る
判
断
を
各
診
療

科
の
自
主
性
に
任
せ
る
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
お

り
、そ
の
結
果
多
数
の
会
計
漏
れ
が
生
じ
て
い
た
。

そ
こ
で
新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
検
査
前
の
オ
ー
ダ
発

行
を
義
務
化
。
た
だ
し
、
オ
ー
ダ
は
電
子
カ
ル
テ

上
で
は
な
く
、
新
シ
ス
テ
ム
上
で
簡
易
オ
ー
ダ
を

発
行
。
検
査
終
了
後
、
会
計
に
デ
ー
タ
が
送
ら
れ

る
こ
と
で
は
じ
め
て
電
子
カ
ル
テ
に
検
査
完
了
が

通
知
さ
れ
る
。
ま
た
、
請
求
で
き
な
い
検
査
や
研

究
目
的
の
撮
影
に
対
処
す
る
た
め
、「
会
計
な
し
」

と
い
う
オ
ー
ダ
項
目
を
設
定
し
て
い
る
。

「
オ
ー
ダ
入
力
が
必
須
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
手

間
が
増
え
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
オ
ー
ダ
入
力
は
項
目
を
選
択
す
る
だ
け
で

と
て
も
簡
単
で
す
し
、
こ
の
手
間
１
つ
で
画
質
は

向
上
、
デ
ー
タ
管
理
の
手
間
も
省
け
、
検
査
の
作

業
工
程
も
減
っ
て
い
る
の
で
、問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
タ
ッ
フ
は
皆
満
足
し
て
い
ま
す
」（
有
働
氏
）

　

年
間
約
８
０
０
０
名
の
外
来
患
者
の
診
断
・
治

療
を
行
っ
て
い
る
耳
鼻
咽
喉
科
で
は
、
一
般
的
な

聴
力
検
査
に
加
え
、
音
を
聞
か
せ
て
脳
波
を
調
べ

る
聴
性
脳
幹
反
応
（
Ａ
Ｂ
Ｒ
）
検
査
や
難
聴
の
早

期
発
見
な
ど
に
用
い
る
耳
音
響
放
射
検
査
（
Ｄ
Ｐ

Ｏ
Ａ
Ｅ
）な
ど
、20
種
類
以
上
の
独
自
検
査
を
行
っ

て
い
る
。
新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
こ
れ
ら
の
検
査
画

像
や
デ
ー
タ
の
管
理
・
運
用
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
。
同
科
の
鈴
木
久
美
子
氏
は
、
シ
ス
テ
ム
に
つ

い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
標
準
純
音
聴
力
検
査
や
テ
ィ
ン
パ
ノ
メ
ト
リ
ー

検
査
と
い
っ
た
一
般
的
な
検
査
情
報
に
つ
い
て

は
、
電
子
カ
ル
テ
上
で
問
題
な
く
運
用
で
き
ま
し

た
が
、
Ａ
Ｂ
Ｒ
や
Ｄ
Ｐ
Ｏ
Ａ
Ｅ
等
の
件
数
の
少
な

い
特
殊
な
検
査
の
装
置
は
電
子
カ
ル
テ
と
直
接
連

携
し
て
お
ら
ず
、
検
査
結
果
は
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

し
た
も
の
を
ス
キ
ャ
ナ
で
取
り
込
ん
で
電
子
カ
ル

テ
上
に
貼
付
、
運
用
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
で
は
後
か
ら
デ
ー
タ
を
閲
覧
す
る
際
に
手
間

が
か
か
る
上
、
ス
タ
ッ
フ
が
検
査
室
と
外
来
の
間

を
行
き
来
す
る
な
ど
、
大
き
な
業
務
負
担
を
強
い

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
学
会
発
表
等
で
の

資
料
作
成
で
も
、
質
の
悪
い
画
像
を
そ
の
ま
ま
用

い
る
か
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
で
作
成
し
直
さ

ね
ば
な
ら
な
い
な
ど
の
手
間
も
か
か
り
、
と
て
も

不
便
を
か
こ
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

新
し
い
シ
ス
テ
ム
で
は
、
検
査
結
果
が
自
動
的

に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
で
画
像
の
質
が
向
上
し
た

上
、デ
ー
タ
の
二
次
活
用
も
容
易
に
な
り
、ス
タ
ッ

フ
の
作
業
負
担
も
劇
的
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
ダ
処
理
も
、
一
連
の
診
療
の
流
れ
の
中
で
簡

単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
大
変
便
利
で

す
。
耳
鼻
咽
喉
科
の
検
査
装
置
や
医
療
機
器
に
は

多
数
の
メ
ー
カ
ー
が
関
与
し
て
い
ま
す
が
、
シ
ス

テ
ム
構
築
に
際
し
て
富
士
フ
イ
ル
ム
は
、
こ
れ
ら

の
メ
ー
カ
ー
間
の
取
り
ま
と
め
や
Ｈ
Ｉ
Ｓ
ベ
ン
ダ

と
の
連
携
の
調
整
、
私
た
ち
耳
鼻
咽
喉
科
ス
タ
ッ

フ
の
要
望
聴
取
等
に
的
確
に
対
応
し
て
も
ら
っ
た

の
で
、
感
謝
し
て
い
ま
す
」（
鈴
木
氏
）

　
「NEXUS

」
と
「Prescient PHYS

」
を
組
み

合
わ
せ
た
新
シ
ス
テ
ム
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ
上
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て
、
石
川
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
今
回
の
新
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
ハ
ブ
と
な

る
電
子
カ
ル
テ
、
放
射
線
系
の
画
像
情
報
を
管
理

す
る
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
、
眼
科
な
ど
特
殊
な
診
療
科
や
部

署
を
扱
う
各
部
門
シ
ス
テ
ム
と
並
ぶ
４
本
柱
の
１

つ
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
。

　

今
ま
で
Ｈ
Ｉ
Ｓ
と
の
連
携
が
困
難
だ
っ
た
検
査

関
連
の
シ
ス
テ
ム
を
統
合
で
き
た
こ
と
は
、
短
期

的
に
は
コ
ス
ト
は
嵩
み
ま
し
た
が
、
中
長
期
的
に

見
れ
ば
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
料
や
請
求
漏
れ
の
改
善

等
も
考
慮
す
れ
ば
、
コ
ス
ト
を
低
く
抑
え
ら
れ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

今
回
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ
更
新
で
、
石
川
氏
は
長
期
的
視

野
に
立
っ
た
シ
ス
テ
ム
更
新
を
推
進
し
た
。
そ
の

最
大
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
汎
用
性
の
あ
る
シ
ス
テ
ム

に
あ
ま
り
手
を
加
え
ず
、
運
用
上
の
工
夫
で
シ
ス

テ
ム
を
効
率
よ
く
稼
働
さ
せ
る
こ
と
だ
と
話
す
。

「
シ
ス
テ
ム
構
築
の
際
、
複
雑
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

や
作
り
こ
み
は
極
力
避
け
、
汎
用
性
を
持
つ
シ
ス

テ
ム
を
上
手
く
組
み
合
わ
せ
る
よ
う
心
が
け
ま
し

た
。
５
年
後
、
10
年
後
を
考
え
た
場
合
、
１
社
に

よ
っ
て
複
雑
に
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
さ
れ
た
シ
ス
テ

ム
で
は
、
シ
ス
テ
ム
更
新
や
ベ
ン
ダ
変
更
の
際
、

コ
ス
ト
上
昇
に
耐
え
ら
れ
ず
、
シ
ス
テ
ム
の
質
が

後
退
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

前
回
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ
更
新
で
は
、
か
な
り
苦
労
し
ま

し
た
が
、
そ
の
際
に
Ｈ
Ｉ
Ｓ
の
在
り
方
に
つ
い
て

院
内
で
深
く
議
論
し
、
Ｈ
Ｉ
Ｓ
で
可
能
な
こ
と
、

不
可
能
な
こ
と
を
見
極
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
点
が
、
今
回
の
更
新
の
成
功
に
つ
な

が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ
は
、
佐
賀
大
学
で
は
３
世
代
目

に
当
た
る
情
報
シ
ス
テ
ム
で
す
が
、
私
は
あ
え
て

〝
２
・
５
世
代
〞
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
ま
だ
、
医

事
シ
ス
テ
ム
と
文
書
管
理
の
分
野
が
完
全
で
な
い

の
で
、そ
こ
は
次
の
更
新
の
際
、残
り
の
〝
０・５
〞

を
補
完
し
て
、
第
３
世
代
型
Ｈ
Ｉ
Ｓ
を
完
成
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

佐賀大学医学部附属病院 
光学医療診療部 診療教授 

岩切 龍一氏に聞く
内視鏡情報管理システムの改良に長年取り組んできた光学医療診療部 診療教授の
岩切龍一氏に、同システムの概要と
HISを含めた部門システムの機能向上についてインタビューした。

I n t e r v i e w

いわきり りゅういち

――光学医療診療部の概要と内視鏡
情報管理システムについてお聞かせ
ください。
　光学医療診療部は、消化器内科とと
もに消化器系の診療に当たっていま
す。なお、内視鏡検査は年間で約
7000件実施しています。
　当院では2004年、大学病院として
は最も早く全診療科で電子カルテを
導入しましたが、当診療部も、同年に
現在の内視鏡情報管理システム
「NEXUS（ネクサス）」の第1世代と
なる内視鏡画像ファイリングシステ
ムを導入しています。
　初期の電子カルテはファイリング
システムと連携が十分ではなく、入力
作業等で煩雑な業務負担を強いられ
て苦労しましたね。私は当時から「電
子化するなら医師を楽にするシステ
ムを作れ！」と主張していたのですが、
今回、そして、そのコンセプトに基づ
き、ベンダと共同でシステム改良を進
めた結果、内視鏡レポートへの記載や
病理システムとの連携機能などが充
実し、現在の「NEXUS」のように効
率のよいシステムとなったと自負し
ています。
――“医師が楽になる”システム構築
には何が重要でしょうか。
　内視鏡に関しては、画像に関する機

能が優れている点は当然として、電子
カルテや病理システムなど、他のシス
テムとの連携も重要です。当院は、紙
カルテの頃から「1患者1カルテ」に
よる診療録管理を行うなど、他科との
連携を重視しています。HIS導入に際
しても、電子カルテと各部門システム
を連携させ、電子的にも「1患者1カ
ルテ」を実現するようにしていました。
また、コスト請求業務も病院にとって
は重要です。しかし、それは診療の一
連の流れの中で、より簡便に入力でき
るようにする必要があります。
「NEXUS」では、画面上のチェックボッ
クスやボタンを押すだけで簡単に入
力を行うことができるようにして業
務の簡便化を図りました。
　これらの機能が評価されて、自科検
査画像の管理・運用に「NEXUS」と
「Prescient」を拡充することになった
のでしょう。

――2014年の更新で「NEXUS」を改
良した点をお聞かせください。
　内視鏡の分野では、まず内視鏡洗浄
消毒システムとの連携により、洗浄記
録情報を電子的に取得できるように

しました。内視鏡検査機器の管理から
万一の医療事故の際の原因究明まで、
リスクマネジメントの面で有用です。
また、以前はDVD等で録画していた
検査の動画像保存もシステム上で可
能となり、動画の後利用がたいへん便
利になったことも評価できる点です。
――電子カルテや部門システムの性
能を向上させるには何が重要とお考
えですか。
　医療者側がベンダにどのようなシ
ステムの構築を望んでいるのか、常に
強く主張していくことが必要です。ベ
ンダは、改良に伴うシステム変更は機
械的なトラブルの原因になることも
あるので、難色を示すことが多いのは
確かです。だから医療者側も、ベンダ
と議論できるくらい、ITに精通して
おく必要があります。もちろんベンダ
側も、医療現場に足を運び、診療の実
情を把握するなどの努力をして、双方
が納得できるシステム作りを目指す
ことが大切です。
　今回の「NEXUS」の拡張では、今
述べた点に関して、富士フイルムを高
く評価しています。当診療部のシステ
ムについても、今後は研究面での機能
を強化するなど、ベンダと協力しなが
らより良いシステムに作り上げてい
きたいと考えています。 「Prescient PHYS」画面上では、知能検査などの数値情

報もグラフィカルに表示。検査結果や学会発表資料の作
成に威力を発揮している

「画像ばかりでなく、波形情報や検査情報も
システムが一元管理してくれるので、データ
がとても見やすくなりました」と話す鈴木久
美子氏

佐賀大学医学部附属病院

患者・医師に選ばれる
病院を目指し
病院再開発プロジェクトを推進中
佐賀大学医学部附属病院は、開院以来佐賀県内唯
一の大学病院として、地域に根ざした患者本位の
「最後の砦」としての高度な医療を長期にわたっ
て提供している。同病院では、①近未来・高度医
療への対応②地域医療への貢献③教育・研究機能
の強化④病院管理・運営の効率化⑤地球環境への
配慮、の5つを基本理念とした病院再開発プロ
ジェクトを2004年より推進している

病院長：宮﨑 耕治
所在地：
佐賀県佐賀市鍋島五丁目１番１号
病床数：604床
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新システムでは、超音波ばかりでなく、PACS にある CTや
MRI などの画像も参照することが可能となっている

“医師が楽に業務できる”を
コンセプトにシステムを改良
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